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PRESS  RELEASE 
 

報道関係者各位 

 一般社団法人野口医学研究所（所在地：東京都港区、代表理事 浅野 嘉久）は、活性炭と食物繊維を配合した「生
物活性炭と食物繊維」を2016年10月11日（火）にドラッグストア、薬局で新発売いたします。 
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カラダのおそうじサプリメント「生物活性炭と食物繊維」 

活性炭のチカラで不要物質をデトックス  

2016年10月11日（火）新発売 

【学会概要】 
学会名： 第58回日本薬学会関東支部大会 
主催：  公益社団法人 日本薬学会関東支部 
開催場所：昭和薬科大学 

薬学博士 日比野 康英 (ひびの やすひで) 先生 
～ プロフィール ～ 
略歴：昭和３３年生まれ 
    昭和５１年 富山医科薬科大学 薬学部 入学 
    昭和６１年 富山医科薬科大学大学院 薬学研究科 修了 (薬学博士) 
    昭和６１年 富山医科薬科大学 医学部 教務職員 
    平成 元年 アメリカ合衆国ニュージャージー州立医科歯科大学 分子遺伝･微生物学教室にて研究に従事 
    平成 ８年 富山医科薬科大学 遺伝子実験施設 助手 
    平成１１年 富山医科薬科大学 医学部 医学科 生化学第一 助教授 
    平成１３年 城西大学薬学部 医療栄養学科 教授 
    平成１４年 城西大学大学院 薬学研究科 薬学専攻 生体防御学講座 教授 
    現在に至る 
所属学会： 
日本生化学会評議員･代議員，日本栄養・食糧学会評議員，日本癌学会会員，日本薬学会会員， 
日本分子生物学会会員，日本バイオセラピィ学会会員，International Society for Interferon and Cytokine Research 会員 (U.S.A.) 
専門分野： 
分子生物学(遺伝子の発現調節の解明：酸化ストレス応答) 
細胞生物学(インターフェロンの作用メカニズムの解明) 
       (食品成分中の生理活性物質の探索と評価) 
       (食毒性の解明：食品と医薬品の相互作用) 

飲んで“出す”サプリ 

 MAKとは、中国で古来より「上薬」（神薬・

仙薬）として珍重されている霊芝（マンネンタ

ケ）の菌糸体培養培地抽出物であり、シイタケ

菌糸体培養培地抽出物の製法に基づき、製造さ

れています。 

 MAKはサトウキビから砂糖成分を採取した後

の「バガス」と「米ぬか」の培地に霊芝（マン

ネンタケ菌）を接種し、独自の酵素により生育

していく中で得られる代謝産物と霊芝の菌糸体

を自己の酵素により分解して得られる成分全て

を自然の力で作り出された物質です。 

◎活性炭による水銀・カドミウム及 

 び無機ミネラル栄養素の吸着 

◎活性炭による細菌吸着の研究 

◎マウス消化管中における細菌吸着 

◎in vitro及びin vivoでの活性炭の 

 MEP吸着試験 

 ※MEP：農薬の一種 

 シイタケの菌糸体をバガス（砂糖きびの繊維性成
分）と米ぬかから成る固体培地で長時間かけて培養し、
子実体発生前に特殊な処理を行って抽出したエキスで
す。菌糸体自らが生産する百種類以上の酵素の連続し
た反応によって初めて得られた活性成分であり、LEM
はシイタケ菌糸体（微生物）の働きを利用して作られ
る有用な物質ということから、いうなれば発酵食品の
カテゴリーに属すると言えます。 
 普段食しているシイタケは子実体と呼ばれる部分で
すが、根の部分にあたる菌糸体は、子実体を発生させ
るエネルギーと栄養分を豊富に蓄積しています。 

【商品概要】 
◎商品名  生物活性炭と食物繊維 
◎成分   食用活性炭（ヘルシーカーボン）、 
      オリゴ糖、食物繊維、沈香葉エキス 
◎内容量  30カプセル 
◎摂取量  1日3～6カプセルを目安にお飲みください。 
◎価格   980円（税別） 

 活性炭の研究を長年続けてきた野口医学研究所が開発した

お通じをスムーズにサポートするカラダのおそうじサプリメ

ントが「生物活性炭と食物繊維」です。この商品に配合され

ている活性炭を摂取することで活性炭の表面に開いたミクロ

からマクロまでの無数の穴が体内に入った不要物質を吸着し

てそのまま一緒に排出してくれます。さらに、ビフィズス菌

のエサになるオリゴ糖、食物繊維を配合することで腸内環境

を整え、お通じをスムーズにサポートします。 

野口医学研究所による「活性炭」の研究論文 

食用活性炭の配合量 
１カプセル当たり50ｍｇ 

１日（6カプセル）当たり300ｍｇ 



【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
一般社団法人野口医学研究所 
担当：掛橋（かけはし） 

TEL：03-3501-0130  FAX：03-3580-2490 
Email：kakehashi@noguchi-net.com 
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＜組織概要＞ 
組織名称   一般社団法人野口医学研究所 
理事     代表理事    浅野 嘉久 
       理事      末永 佳文 
       理事      堤 大造 
所在地    〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-22-13 虎ノ門秋山ビル5階      
設立     2010年2月4日 
電話     03-3501-0130 
FAX     03-3580-2490 
WEBサイト  http://www.noguchi-inc.com/ 

シイタケ菌糸体培養培地抽出物（LEM) 

 シイタケの菌糸体をバガス（砂糖きびの繊維性成
分）と米ぬかから成る固体培地で長時間かけて培養し、
子実体発生前に特殊な処理を行って抽出したエキスで
す。菌糸体自らが生産する百種類以上の酵素の連続し
た反応によって初めて得られた活性成分であり、LEM
はシイタケ菌糸体（微生物）の働きを利用して作られ
る有用な物質ということから、いうなれば発酵食品の
カテゴリーに属すると言えます。 
 普段食しているシイタケは子実体と呼ばれる部分で
すが、根の部分にあたる菌糸体は、子実体を発生させ
るエネルギーと栄養分を豊富に蓄積しています。 

 一般社団法人野口医学研究所は、米国財団法人野口医学研究所の外郭団体と

して、日米を基軸とした国際医学交流の促進を資金面から支援しております。 

 野口英世博士の顔写真を、商品や宣伝に独占的に使用できる唯一の企業とし

て、その優位性を存分に活用しながら、医療や健康に関わるサービスの提供や、

健康関連商品の製造販売を行い、皆様の健康増進に寄与しております。 

 その収益金は米国大団法人野口医学研究所を通じて、国際医学交流並びに日

本の医学発展のために使用しています。 

基本コンセプトと合言葉「Humanity and Empathy in Medicine」 

一般社団法人野口医学研究所は、米国財団法人野口医学研究所の外郭団体として、日米を基

軸とした国際医学交流の促進を資金面から支援しております。野口英世博士の顔患者様の痛

みや苦しみを共感でき、「私達に治療させてください」と言えるメディカルスタッフの教

育・育成並びにその支援をすることを第一義と考え「Humanity and Empathy in 

Medicine」を合言葉に、活動しております。 

代表理事 

浅野 嘉久 

【読者・視聴者からのお問い合わせ先】 
米国財団法人野口医学研究所 医学教育＆交流室  

    担当：室長  ステロラ スンヨビ         
       副室長 杉田 恭子（すぎた きょうこ） 

TEL：03-3501-0130  FAX：03-3580-2490 
Email：ryugaku@noguchi-net.com 

【本プレスリリースに関する報道関係者からのお問い合わせ先】 
米国財団法人野口医学研究所 日本事務局 
担当：掛橋 典子（かけはし のりこ） 

TEL：03-3501-0130  FAX：03-3580-2490 
Email：ryugaku@noguchi-net.com 

一般社団法人野口医学研究所とは 

新健康活力製品シリーズ 

コンドロイチン

＆グルコサミン 

価格 1,980円 

ブルーベリー＆ 

ルテイン 

価格 2,980円 

納豆キナーゼ 

 

価格 2,980円 

イチョウ葉＆

DHA･EPA 

価格 2,580円 

鮫肝油 

 

価格 1,980円 


